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 新渡戸稲造は 1862 年（文久 2 年）現在の盛岡市に南部藩士新渡戸十次郎の







により、札幌農学校の助教授となり、1887 年（明治 20 年）ドイツへ留学。ボ
ン、ベルリン、ハレ大学で学びハレ大学から農学博士の学位を得る。1891 年
（明治 24 年）に帰国し、札幌農学校教授に就任するが、長男の夭折や自身の
多忙により体調を崩し、1898 年（明治 31 年）からアメリカにて療養生活に入
る。この時期『農業本論』や英文『武士道』を執筆した。1901 年（明治 34 年）
後藤新平の要請により台湾総督府技師となり（翌年糖務局長）、台湾の糖業事
業の育成に貢献。その後 1903 年（明治 36 年）から京都帝国大学で、1909 年
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 新渡戸は 1906 年（明治 39 年）から第一高等学校の校長に就任し、1913 年























































































































































































きたい11。一高の『校友会雑誌』は、1890 年（明治 23 年）11 月に第一号が発
行され、1940年（昭和 15年）12月以降は『護国会雑誌』と改名し 1944年（昭













1. 人格主義と to beの重視、具体的修養 
 新渡戸は校長就任直後の「送迎会記事」（160号 1906年 10月）において「人












また新渡戸は一高において to beの重要性を説いた。to be（あること）とは to 
do（すること）に対比される言葉であり、新渡戸は立身出世や経済的成功とい
った to doよりも人間としてのあり方や行動の動機としての to beを重視した。
この to beと to doとの区別は一高以外でも頻繁に言及されており、例えば『修
養』では、「仕事をするよりも、大切なことがあると思う。それは仕事の動機
である。いかなる動機で仕事をするかということである。［中略］〔人生の目的
は―引用者〕あること（to be）でなすこと（to do）は第二義である」と to be、
つまり「動機が潔白であれば、其時は何をしてもよい」という態度をとる（新
渡戸［1911］365―366頁）。 






して「先生によって始めて to doと to beとの対立とその取捨を説かれて、個人
人格の権威に目覚めたと云ってもよいのであった」と述べている（前田多聞、
高木八尺編［1936］325頁）。 






であるといえる。その意味で新渡戸はやはり「縦の関係」や to be を修養の最
も重要な要素と考えていたのである。 
 ただし新渡戸は to beを重視したけれども決して to beのみを重視したわけで



































（172 号 1907 年 12 月）ではおのれを主張するとともに社会のじゃまにならな
いように努めなくてはならないという処世術を説く。「全寮茶話会の記事」
















































ィーが説かれた。例えば「全寮茶話会の記事」（175 号 1908 年 3 月）ではソシ
アリティーについて、互いの間に comfort を入れることだと述べる。comfortable
という言葉は日本語のなぐさむ（なぎ、和く、さむは勇む）に相当する。また
英国では gentlemanlyを gentle（柔和な）と manly（男らしい）に分けるがこうい
う要素を自治寮の歴史に加えるのは最も良い革新の方法だという。新渡戸はこ


































学期全寮茶話会記事」（172 号 1907 年 12 月）でも新渡戸は、自みずから治めると自おの
ずから治まるという二つを区別し、前者を健全な自治とした。さらに新渡戸は
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済すの道を論ず」（大正 5 年 1 月号）を始めとして民本主義の議論を展開する
ものこの時期である。 
新渡戸はこの頃まだ本格的なデモクラシー論を展開していないが、1917 年





れは皇室であるという18。また第一次世界大戦でドイツが降伏した 1918 年 11

























































1 日）、「痒い所を自ら掻く政治―デモクラシーの思想が求むる所」（同年 1 月
15日）、「デモクラシーの要素」（同年 2月 1日）、「自由国民の底力」（同年 2
月 15日）、「自由の真髄」（同年 3月 1日）、「デモクラシーの主張する平等論の







































































































































（3 月 15 日）において、平等の意味を表現した文章として「天は人の上に人
を造らず、人の下に人を造らず」という福沢諭吉の言葉を優れたものとしてあ






















無産政党擁護として貫かれている。例えば 1931 年（昭和 6 年）にイギリスで











































































































































































































































て無産政党が結成される。普通選挙法が成立するのは 1925 年（大正 14 年）、
第二次護憲運動後の加藤高明内閣によってであるが、第一回目の普通選挙へ向
けて、1926 年（大正 15 年）3 月に左派の労働農民党、同年末に右派の社会民
衆党と中間派の日本労農党が結成された。 




































































































































































































れたのは 1929年（昭和 4年）1月と 2月の二回にわたってである。全集の解説
でも触れられているようにこの講演の行われた前年 1928 年の日本の状況をみ























































阪英文毎日に寄稿していた『編集余録』の 1932年 2月 21日のエッセイ「中庸
（The Golden Mean）」では「われわれは“中庸”を一切の道徳的美徳の頂上、頂点
として称揚する」（Nitobe［1938］pp. 319-320（邦訳 423頁））といい、また 1932































































なるという希望を与えた。1918 年から 1919 年にかけては、原敬の政党内閣が































































































































































































































事変が勃発する。10 月 8 日には関東軍が錦州を爆撃し、同月 15 日国際連盟は
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その中で満州問題が取り上げられているものとして、例えば 1932 年 8 月 4
日、5 日にはニューヨークの WOR ラジオ局から「今日の日本」シリーズの一











































査団の報告書（1932 年 10 月 2 日）では日本の満州における一定の特殊な立場
を認め、中国のボイコットも禁止している。実際、日本から中国本土への輸出
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 “Dr. Nitobe Arrives; Pleads For Japan,” New York Times, May 7, 1932. 
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政治”や“暴民政治”に落ち込む」（「デモクラシーについての疑問」32 年 7 月 20
日）、「民衆は王政以上に戦争を歓迎する」（「デモクラシーと戦争」32 年 8 月
25 日）、「専制の最悪形態はつまらぬ暴君が大勢、互いに残酷や愚鈍の競争を
すること」（「暴徒の専制」33 年 4 月 21 日）、「数の力は大きいゆえ道徳的価値





















































































































































































































































編『岩波講座近代日本と植民地 4 統合と支配の論理』岩波書店、179―203頁。 
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指導者教育論―『校友会雑誌』を中心にして―」（『経済学雑誌』第 115 巻第 4
号、大阪市立大学経済学会、2015 年 3 月）、第 2 章は「大正期における新渡戸
稲造のデモクラシー論」（『経済学雑誌』第 113 巻第 2 号、大阪市立大学経済学
会、2012年 9月）をもとにそれぞれ加筆修正したものである。 
